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お知らせ

　本誌 6 月号でご案内しましたとおり，「産学官の交流深耕」と「化学の社会への発信」を趣旨として，「—日本化学会秋
季事業—　第 4 回 CSJ 化学フェスタ 2014」を下記要領にて開催します。前回よりさらに規模・内容とも拡充し，より魅力
的な企画，驚きの企画，参加してよかったと思っていただける企画が目白押しです。本号では，各企画の実施概要及び参
加登録についてご案内します。
　企画には，参加登録費が必要な『フェスタ企画』と参加登録費無料の『公開企画』があります。『公開企画』では，（一
社）日本化学工業協会，（公社）新化学技術推進協会，（独）科学技術振興機構，（独）理化学研究所，（独）産業技術総合研究
所，（独）日本原子力研究開発機構，（独）物質・材料研究機構，SPring-8 利用推進協議会 研究開発委員会，三井化学（株），

（株）日立ハイテクノロジーズ，（株）日産アークが独自に企画する『コラボレーション企画』も開催されますので，こちら
も併せてご案内します。各企画のプログラム詳細については，プログラム公開後にウェブサイトでご確認下さい。
　会員の皆様におかれましては，奮ってご参加下さいますようお願いします。

記

主　催 日本化学会
後　援（予定）  文部科学省，経済産業省，国立科学博物館，科学技術振興機構，日本化学工業協会，新化学技術推進協

会，産業技術総合研究所，理化学研究所，日本原子力研究開発機構，物質・材料研究機構
会　期 2014 年 10 月 14 日（火）〜 16 日（木）　3 日間
会　場 タワーホール船堀（東京都江戸川区船堀 4-1-1）
実行委員長 多田啓司（旭化成），加藤隆史（東大院工）
重要な日程 事前参加登録期間 7 月 24 日〜 9 月 5 日
 プログラム公開 8 月 25 日（予定）
 予稿集発行日（冊子体・web サイト） 9 月 24 日（予定）
問合先 日本化学会　企画部　瀬田・久後
 電話（03）3292-6163　E-mail: festa@chemistry.or.jp　URL: http://www.csj.jp/festa/

―日本化学会秋季事業― 第 4 回 CSJ化学フェスタ2014 
実施企画及び参加登録のご案内

化学フェスタ実行委員会

フェスタ企画のご案内（要参加登録費）

1．テーマ企画

Diversity!　－化学は多様性を促進する－

社会ニーズの多様化に牽引されて科学技術のボーダレス
化，多様化が進んでおり，新たな物質を生み出すことので
きる科学技術である「化学」は，この多様化を促進する基
盤となっています。テーマ企画では，エネルギー，食，医
療など人類普遍の課題解決に向けた化学技術，3D プリン
タや様々な機能材料など未来社会に向けた新技術，計算科
学や結晶解析などの基盤技術など，化学に関わる多様な技
術群を俯瞰するセッションを企画するとともに，ビジネス
戦略，研究成果発表ガイダンス，女子学生キャリアアップ
支援など，多岐にわたるセッションも企画しています。多
様性に挑戦する化学技術シナリオを体感できるテーマ企画
に，是非ご参加下さい。

1-1．  プリンタブルハイブリッド太陽電池 －どこまで伸び
る！次世代太陽電池－
オーガナイザー：早瀬修二（九工大）
　企画担当委員：石毛　修（コニカミノルタ）， 

中野達也（ダイセル）
近年，19.3％という高効率なペロブスカイト型太陽電池
が報告されました。本セッションでは，色素増感太陽電
池，有機薄膜太陽電池を含めた次世代プリンタブルハイ
ブリッド太陽電池の現状と将来を議論します。これらの
分野を先導する方々に，先進技術を紹介いただくととも
に，効率，耐久性，コスト等の課題を踏まえ，どこまで
次世代太陽電池が発展するかを議論します。会場の皆様
の参加も期待しています。

［開催日］　10 月 16 日午前・午後
・印刷工程を利用して作る次世代有機系太陽電池
　瀬川浩司（ 東京大学先端科学技術研究センター・教授

／産学連携新エネルギー研究施設長）
・色素増感太陽電池のモジュール開発と今後の展開
　山中良亮（ シャープ研究開発本部材料・エネルギー技

術研究所第五研究室・室長）
・有機薄膜太陽電池モジュールの開発
　中尾英之（東芝研究開発センター）



812 化学と工業  │  Vol.67-9 September 2014

お知らせ 行事一覧 講演会・講習会 研究発表会―発表募集 研究発表会―プログラム

・有機薄膜太陽電池の現状と将来
　大北英生（京都大学大学院工学研究科・准教授）
・有機薄膜太陽電池用高機能ポリマー開発の現状と将来
　尾坂　格（ 理化学研究所創発物性科学研究センター・

上級研究員）
・新しい LUMO 準位測定方法と有機系太陽電池研究へ

のインパクト
　吉田弘幸（京都大学化学研究所・助教）
・ペロブスカイト太陽電池の実力と将来ポテンシャル
　宮坂　力（桐蔭横浜大学大学院工学研究科・教授）
・量子ドット太陽電池の現状と将来
　久保貴哉（ 東京大学先端科学技術研究センター・特任

教授）
・印刷プロセス太陽電池の現状と将来
　伊藤省吾（兵庫県立大学大学院工学研究科・准教授）
・赤外応答性ペロブスカイト太陽電池および Pb free ペ

ロブスカイト太陽電池に関する研究開発動向
　早瀬修二（九州工業大学生命体工学研究科・教授）

1-2．  有機エレクトロニクスの21世紀型基礎研究と事業化
戦略～次世代を担う若手による若手のためのシンポ
ジウム～
オーガナイザー：谷口彬雄（信州大名誉教授）
　企画担当委員：石毛　修（コニカミノルタ）， 

都築博彦（富士フイルム），長田　実（NIMS）， 
星野　聰（産総研），瀧宮和男（理研）

20 世紀の有機化学研究により蓄積された分子構造と高
次構造の制御に関する知見を生かし，有機エレクトロニ
クスは飛躍の時を迎えています。一方，21 世紀における
事業化（研究）では各々が置かれた立場において戦略全
体に関与し，異分野を巻き込みながら推進する心構えが
必要となります。本セッションでは，「事業化を見据えた
基礎研究・化学の役割」をキーワードに，次世代を担う
若手による講演とパネルディスカッションにより，有機
エレクトロニクスの将来について議論します。

［開催日］　10 月 15 日午前・午後
［予定内容］
・20 世紀型工業を脱却し，「有機」の力で飛躍を
　谷口彬雄（信州大学繊維学部・名誉教授／特任教授）
・フレキシブル有機エレクトロニクスを用いた次世代医

療・福祉
　関谷　毅（大阪大学産業科学研究所・教授）
・非晶質有機半導体薄膜の異方性とその有機エレクトロ

ニクスへ
　横山大輔（山形大学大学院理工学研究科・准教授）
・第三世代有機 EL 発光材料の新たな展開
　中野谷　一（ 九州大学最先端有機光エレクトロニクス

研究センター・助教）
・低製造エネルギー・低消費電力な照明を可能にする有

機 p電子化合物の化学
　夫　勇進（山形大学大学院理工学研究科・准教授）
・屈曲型パイ電子系コアに基づく新機能性有機半導体材

料の開発

　岡本敏宏（ 東京大学大学院新領域創成科学研究科物質
系専攻・准教授）

・完全室温印刷で形成する有機トランジスタ
　三成剛生（ 物質・材料研究機構国際ナノアーキテクト

ニクス研究拠点・MANA 独立研究者）
・有機 EL・夢の実現－未来は自ら切り拓く－
　北　弘志（ コニカミノルタアドバンストレイヤーカン

パニー有機材料研究所・所長）
・パネルディスカッション『20 世紀型工業を脱却し，「有

機」の力で飛躍を』
モデレーター：谷口彬雄　（信州大学繊維学部）
パネリスト：北　弘志（コニカミノルタアドバンスト

レイヤーカンパニー有機材料研究所）， 
横山大輔（山形大学大学院理工学研究科）， 
瀧宮和男（理化学研究所）， 
関谷　毅（大阪大学産業科学研究所）

1-3．  ナノカーボン －未来を豊かにする技術の集い！－
オーガナイザー：篠原久典（名大院理）
　企画担当委員：山根深一（東レ），定延治朗（帝人）， 

大森和弘（昭和電工），柳　裕之（トクヤマ）
21 世紀はカーボンの時代と言われています。フラーレ
ン，グラフェン，カーボンナノチューブなどに代表され
るナノカーボンは，しなやかで極薄・安定かつ強靭材料
であるだけでなく，人類がかつて経験したことない驚異
的な量子性能が次々と見いだされ，新たな構造部材やエ
レクトロニクス，医療・バイオ分野まで応用の期待が広
がっています。本セッションでは，このような最先端分
野で活躍する研究者が一堂に会して，豊かな未来を築く
技術戦略や課題解決手段などを紹介します。

［開催日］　10 月 16 日午前・午後
［予定内容］
・ナノ界面制御プラズマプロセスによる内包カーボンナ

ノチューブ創製
　○金子俊郎・加藤俊顕（ 東北大学大学院工学研究科・

教授・講師）
・eDIPS 法 CNT 製造技術とその応用開発の進展
　斎藤　毅（ 産業技術総合研究所ナノチューブ応用研究

センター流動気相成長 CNT チーム・研究
チーム長）

・単層カーボンナノチューブの量産化
　上島　貢（日本ゼオン新事業開発部・課長）
・究極的な原子膜グラフェンの単結晶成長に向けて
　吾郷浩樹（九州大学先導物質化学研究所・准教授）
・工場建設決定，スーパーグロース単層 CNT の実用化
　畠　賢治（産業技術総合研究所・首席研究員）
・機能性導電性フィルム
　伊藤晴彦（帝人樹脂事業本部開発・技術生産統轄部）
・ナノカーボンを用いた次世代キャパシタ
　玉光賢次（ 日本ケミコン技術本部・基礎研究センター長）
・2 層 CNT 透明導電膜の開発
　佐藤謙一（東レ化成品研究所・主任研究員）
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・カーボンナノホーンと生体との相互作用
　湯田坂雅子（産業技術総合研究所・招聘研究員）
・CNT の安全性評価支援技術の開発と普及
　藤田克英（ 産業技術総合研究所安全科学研究部門・主

任研究員）
1-4．  水素社会を支える材料技術
オーガナイザー：秋葉悦男（九大工）
　企画担当委員：小堀良浩（JX 日鉱日石エネルギー）， 

小柳津研一（早大理工）
燃料電池の普及と水素供給インフラの整備が進展し，本
格的な水素エネルギー社会の到来を目前にしている現
在，水素分子の性質を材料化学の観点で深く理解するこ
とは重要な課題です。本セッションでは，間近に迫った
燃料電池自動車の市場導入と，それを支える自立的かつ
安定的な水素供給構造の構築という社会要請を背景とし
て，水素の製造技術，高圧水素が関わる特異な材料物性
などについて議論します。近未来の再生可能エネルギー
の利用促進を支え，持続可能な低炭素社会の実現に寄与
しうる，革新的な材料技術の研究開発動向を探ります。

［開催日］　10 月 16 日午前・午後
［予定内容］
・トヨタ自動車における燃料電池自動車開発の現状と展望
　高橋　剛（トヨタ自動車 FC 開発部・担当部長）
・燃料電池車普及に向けた水素供給インフラ整備状況と

今後の課題
　斎藤　彰（ JX 日鉱日石エネルギー・担当シニアマネー

ジャー）
・水素社会実現に向けた取り組み
　大平英二（ 新エネルギー・産業技術総合開発機構新エ

ネルギー部・主任研究員）
・水素エネルギーキャリア技術としての電解プロセスの

材料
　光島重徳（ 横浜国立大学大学院工学研究院機能の創生

部門・教授）
・高圧水素雰囲気下のトライボロジー
　澤江義則（ 九州大学大学院工学研究院機械工学部門・

教授）
・高圧水素雰囲気下での高分子材料の挙動
　西村　伸（ 九州大学大学院工学研究院機械工学部門・

教授）
1-5．  蓄電池 －これまでとこれから－
オーガナイザー：安部武志（京都大学）
　企画担当委員：永村裕生（日本触媒）， 

中野達也（ダイセル）， 
石毛　修（コニカミノルタ）

リチウムイオン電池が市販されてから 20 年以上が経ち，
スマートフォン，タブレットの実現に貢献しました。さ
らに，HEV や EV など大型のリチウムイオン電池にも展
開しています。このような中，今後のリチウムイオン電
池を中心とする蓄電池開発をどう考えていけばよいか？
本セッションでは，これまでのリチウムイオン電池開発
を俯瞰し，次世代蓄電池につながる研究開発動向につい

て紹介します。
［開催日］　10 月 14 日午後
［予定内容］
・リチウムイオン二次電池に望まれる特性
　西　美緒
・クレハにおける電池材料開発
　永井愛作（永井技術事務所・代表取締役）
・日立化成における炭素負極の開発　―これまでの 10

年とこれからの 10 年―
　西田達也（日立化成・開発担当部長）
・リチウムイオン電池用電解液による電池特性改善機能

のこれまでとこれから
　吉武秀哉（山形大学大学院理工学研究科・教授）
・4d 遷移金属を用いた次世代高容量正極材料の可能性
　藪内直明（東京電機大学工学部環境化学科・准教授）
・次世代蓄電池の現状とこれから
　安部武志（京都大学大学院工学研究科・教授）

1-6．  光材料化学の最前線 －新ビジネスを切り拓く大学発
の光材料革命－
　企画担当委員：久新荘一郎（群馬大院理工）， 

柴富一孝（豊橋技科大院工）， 
長谷川靖哉（北大院工）

光を用いた科学技術「光科学技術」の近年の発展は目覚
ましいものがあり，レーザーやディスプレイだけでな
く，最新型メモリや医療応用へも展開しつつあります。
光科学技術を新ビジネスへと応用するためには，光の持
つ特性を自在に操る光機能性の物質研究が必要です。本
セッションでは，21 世紀社会を切り拓く光材料化学の最
先端について報告し，新産業展開に向けた新しいシーズ
の可能性を紹介します。

［開催日］　10 月 15 日午後
［予定内容］
・有機ラジカルを使う新型有機 EL 素子：常識を覆した

開殻分子の利点
　池田　浩（大阪府立大学大学院工学研究科・教授）
・近未来の電子ペーパーの進化：新型エレクトロクロミ

ック材料
　小林範久（千葉大学大学院融合科学研究科・教授）
・分子が拓く最先端の光メモリ：フォトクロミック分子

材料の最先端
　松田建児（京都大学大学院工学研究科・教授）
・ナノテクを用いた最先端ホログラフィー：無機ナノ結

晶材料の進化
　松田厚範（豊橋技科大学大学院工学研究科・教授）
・光を用いた最先端の生体計測：発光錯体を用いた生体

内酸素計測
　飛田成史（群馬大学大学院理工学府・教授）

1-7．  キラル化学が左右する！－分子・材料・デバイスの
最先端－
　企画担当委員：舟橋正浩（香川大工）， 

矢貝史樹（千葉大院工），冨田恒之（東海大理）， 
大内　誠（京大院工），緒明佑哉（慶大理工）
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キラリティーに係わる化学は，化学の枠を越えて，医薬，
生物学，物理学へと広がっています。不斉合成をはじめ
として，キラリティーを利用した様々な機能性材料の研
究が推進されており，キラル高分子材料は一部実用化の
レベルに達しています。本シンポジウムでは，キラル化
学を軸にして，有機，無機，高分子材料，ハイブリッド
材料，デバイス，産業応用など，最新のトピックスを取
り上げ，講演とパネルディスカッションを行います。

［開催日］　10 月 16 日午前・午後
［予定内容］
・高分子キラリティーのスイッチングに基づいた新しい

キラル機能
　杉野目道紀（京都大学工学研究科・教授）
・無機物へのキラル転写：キラルな細孔をもつ多孔質シ

リカの合成と応用
　横井俊之（東京工業大学資源化学研究所・助教）
・合成らせん高分子のキラル識別材料への応用
　前田勝浩（金沢大学大学院自然科学研究科・准教授）
・ウイルス構造に学んだペプチドナノカプセルの構築
　松浦和則（鳥取大学大学院工学研究科・教授）
・発光性 p電子系におけるキラリティ誘起の新戦略
　前田大光（立命館大学薬学部・教授）
・キラル多核錯体の設計と触媒的不斉合成への応用
　松永茂樹（東京大学大学院薬学研究科・准教授）
・キラル分析・分離の最前線
　大西　敦（ ダイセル総合研究所・ライフサイエンス開

発センター所長）
・キラル分子凝集体が示す革新的複雑系化学現象
　田村　類（京都大学大学院人間・環境学研究科・教授）
・パネルディスカッション『徹底討論！キラル化学の夢

と未来』
ファシリテーター：舟橋正浩（香川大工）， 

大内　誠（京大院工），矢貝史樹（千葉大院工）， 
緒明佑哉（慶大理工）

パネリスト：杉野目道紀（京大院工）， 
前田勝浩（金沢大自然），松浦和則（鳥取大工），
前田大光（立命館大薬），松永茂樹（東大院薬），
大西　敦（ダイセル）， 
田村　類（京大院人間環境）

1-8．  スーパーゲルが誘発するゲルの進化とイノベーショ
ン －見て触って実感！－
オーガナイザー：古川英光（山形大）
　企画担当委員：早川晃鏡（東工大）， 

藤原隆司（埼玉大），植村卓史（京大）
ゲル科学の進展は著しく，瞬時に固まるゲルや壊れても
戻る自己修復ゲル，いろいろな形に造形する 3D ゲルプ
リンターなどのイノベーションが進んでいます。機能性
新素材としてのゲル材料の「進化」を十分に実感できる
よう，第一線で活躍中の研究者や開発者らによるプレゼ
ンテーションだけではなく，参加者が実際にゲルを見て
触ることができる機会を用意しました。ゲルの進化論を
大いに語り合いましょう！

［開催日］　10 月 14 日午後
［予定内容］
・ゲルに触れる －展示ガイド
　古川英光（山形大学大学院理工学研究科・教授）
・自己修復する高靭性ゲル
　黒川孝幸（ 北海道大学大学院先端生命科学研究院・准

教授）
・ナノコンポジット（NC）ゲルの進化と自己修復性
　原口和敏（日本大学・教授）
・ナノの滑車がもたらす環動高分子材料の新展開
　○眞弓皓一・伊藤耕三（ 東京大学大学院新領域創成科

学研究科・助教）
・瞬時に固まるスーパーゲル
　酒井崇匡（東京大学大学院工学系研究科・助教）
・3D プリンタと科学，医療
　川上　勝（山形大学大学院理工学研究科・准教授）
・私たちの暮らしの中の身近なゲル〜最新！！ソフトコ

ンタクトレンズの上手な選びかた〜
　渡辺剛士（メニコン・部長）

1-9．  生物資源が拓く新たなマテリアルの世界
　企画担当委員：吉江尚子（東大生研）， 

小柳津研一（早大理工），高田十志和（東工大工）， 
冨田恒之（東海大理）

石油化学は，エチレンなどの少数の単純な基幹物質を複
雑な構造へ転換することにより，各種の機能材料を得て
きました。一方，バイオマスは糖鎖，リグニン，タンパ
ク質，DNA など多種多様で複雑な構造の化学物質から
構成されます。バイオマス化学では，これらの物質が元
から有する複雑さや機能を有効に活用することが肝要と
思いませんか？　本セッションでは，バイオマスの特性
を活かした化学展開に焦点を当て，バイオマス材料なら
ではの新たな機能・性能について議論します。

［開催日］　10 月 16 日午後
［予定内容］
・隠れた有用バイオマス資源を発掘する ―植物資源ビ

ニルモノマーが拓く新たなバイオベースポリマー―
　上垣外正己（名古屋大学大学院工学研究科・教授）
・バイオマスからスーパーエンプラを作る ―微生物バ

イオ分子から設計される高耐熱ポリマー―
　金子達雄（ 北陸先端科学技術大学院大学マテリアルサ

イエンス研究科・准教授）
・新しい天然ゴム資源の扉を開く ―タイヤ用原材料と

してのグアユールの開発―
　小澤洋一（ ブリヂストンタイヤ材料開発第 1 本部兼中

央研究所・フェロー／部長）
・バイオベース材料の実社会展開を推し進める ―耐久

製品用バイオプラスチックの開発動向と新展開―
　位地正年（ 日本電気スマートエネルギー研究所・主席

研究員）
・バイオプラスチックの最新トレンドと今後の展開
　猪股　勲（日本バイオプラスチック協会・顧問）
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1-10．  機能性食品研究の最前線！ ～ひとびとの健康な毎
日のために

オーガナイザー：桂木能久（花王ヘルスケア食品研）
　企画担当委員：山口　修（花王）， 

金子行裕（ライオン）
食品には，「栄養」，「おいしさ」，そして「生体調節」の
3 つの機能が知られています。本セッションでは，食品
成分の優れた生体調節機能について優れた研究成果を挙
げている，機能性成分の有効性研究とメカニズム研究に
焦点を当てます。それぞれの機能性成分は，人類が永ら
く摂取してきた身近な食材に含まれており，肥満，疲労，
免疫調節，血管機能などに効果があることが，最新のメ
カニズム研究とヒト試験により確かめられてきていま
す。世界的な成長市場である機能性食品の研究開発動向
について，「機能性食品の現状と未来像」の基調講演に続
き，その最前線の取組みを紹介します。

［開催日］　10 月 15 日午前
［予定内容］
・機能性食品の現状と未来像
　阿部啓子（ 東京大学大学院農学生命科学研究科・名誉

教授／特任教授）
・脂肪を燃やして健康を守るフコキサンチン作用
　細川雅史（北海道大学大学院水産科学研究院・准教授）
・メタボ解消でいつまでも健康的に！ ―ラクトフェリ

ンの内臓脂肪低減効果
　小野知二（ライオン生命科学研究所・主任研究員）
・オルニチンの最新の知見
　菱田幸宏（ 協和発酵バイオヘルスケア商品開発セン 

ター・研究員）
・コーヒーポリフェノールの健康機能 〜体脂肪と血管

機能研究〜
　安永浩一（花王ヘルスケア食品研究所・室長）

1-11．  凄いぞ！日本の食 ―フードチェーンを通じて美味
しさ・安全・信頼に貢献する化学―

オーガナイザー：大谷敏郎（農業・食品産業技術 
総合研究機構食品総合研究所）

　企画担当委員：菅原周一（JSR）， 
金子行裕（ライオン），音澤信行（旭硝子）

和食が昨年末に無形文化遺産に登録されるなど，日本の
食は世界に広がり，今後の経済成長の 1 つの柱になると
期待されています。「安全」，「健康」，「おいしさ」がブラ
ンドイメージである日本の食を積極的に海外展開するに
は，生産性向上，安全性確保，流通や保存の技術，おい
しさの解析など様々な研究開発が必要とされます。本セ
ッションでは，日本の強みを広げる最先端の食品関連技
術の展開を，化学のアプローチを中心に幅広く紹介しま
す。

［開催日］　10 月 14 日午前・午後
［予定内容］
〔基調講演〕フードチェーンを大切に ―安全な食品の安
定調達―

　一色賢司（ 日本食品分析センター・学術顧問／北海道
大学・名誉教授）

・強い農業の実現を目指す食農ビジネス研究の展開
　後藤一寿（ 農業・食品産業技術総合研究機構中央農業

総合研究センター・主任研究員）
・農業ルネッサンス ―高収率・高付加価値化を可能とす

る最新品種改良技術
　羽鹿牧太（ 農業・食品産業技術総合研究機構作物研究

所畑作物研究領域・研究領域長）
・未来農業を創る！　植物工場最前線
　中野明正（ 農業・食品産業技術総合研究機構野菜茶業

研究所・上席研究員）
・食品の安全性・信頼性を支える最新の化学分析技術
　亀山眞由美（ 農業・食品産業技術総合研究機構食品総

合研究所食品分析研究領域・領域長）
・農場から食卓までの食中毒菌汚染を防ぐ技術
　川本伸一（ 農業・食品産業技術総合研究機構食品総合

研究所・企画管理部長）
・“安全で美味しい”食品の加工・保存技術の最前線
　五十部誠一郎（ 日本大学生産工学部マネジメント工学

科・教授）
・食品の流通・保存技術の最前線
　椎名武夫（千葉大学大学院園芸学研究科・教授）
・食はどのように健康に寄与しているのか？
　山本（前田）万里（ 農業・食品産業技術総合研究機構

食品総合研究所食品機能研究領
域・領域長）

・食品の美味しさ評価の最前線
　神山かおる（ 農業・食品産業技術総合研究機構食品総

合研究所・上席研究員）
1-12．  健康社会に貢献する医薬・バイオ －化学者へ伝え

たい研究開発事例－
　企画担当委員：岡本晃充（東大先端研）， 

新垣篤史（東京農工大院工）， 
山中正道（静岡大院理）

私たちの健康な暮らしのために，医薬・バイオは大変役
に立っています。多くの創薬研究者が新薬開発を目標に
日夜研究を進め，化学，生物学，医学などの最先端科学
を「クスリ」という形に変えています。また，バイオ技
術を利用した創薬や新たな機能性食品にも目が向けられ
ています。本セッションでは，産学の第一線の研究者が
医薬品や機能性食品の研究開発について実例を発表し，
研究のブレイクスルーとなるような新たな展開をどのよ
うに見いだし，健康に役立つ製品へ結び付けるためにど
のような戦略で研究を進めてきたかを紹介します。

［開催日］　10 月 14 日午後
［予定内容］
・協和発酵キリンの抗体医薬品創薬 〜 CCR4 抗体の創

製も交えながら〜
　桝田和宏（ 協和発酵キリン研究開発本部創薬技術研究

所・主任研究員）
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・医薬品の研究開発におけるバイオイメージング
　三好荘介（ アステラス製薬・バイオイメージング研究

室長）
・構造生物学的構造活性相関に基づく薬剤開発標的分子

制御剤創製
　宮地弘幸（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科・教授）
・血友病 A 治療用抗体の創製 ―抗体分子による血液凝

固第 VIII 因子の代替―
　服部有宏（中外製薬・研究本部探索研究部長）
・ユーグレナの機能性とヘルスケア分野における活用に

ついて
　鈴木健吾（ユーグレナ・取締役　研究開発部長）
・自由討論

1-13．  個別化医療の進展と化学 －患者への貢献と新産業－
オーガナイザー：登　勉（三重大医）
　企画担当委員：上嶋康秀（帝人ファーマ）， 

都築博彦（富士フイルム）
ヒトゲノム計画が2003年に完了し，ポストゲノム時代に
突入した現在，遺伝子情報を用いて個人の疾患予測や薬
剤感受性などを把握し，個別化医療や個別化創薬が進め
られる段階に来ています。この実現のためには，疾患に
関わるタンパク質や遺伝子の変化を診断して，患者と薬
を選択することが重要です。個別化医療とコンパニオン
診断薬（治療薬を選択するための診断薬）の一体開発に
より，個々の患者への治療薬や疾患予防情報の提供も可
能となり，素材・材料メーカーにとっても，医療領域で
のビジネスチャンスが生まれるでしょう。本セッション
では，個別化医療及びコンパニオン診断薬の基礎から，
医療及び産業へのインパクトまで，個別化医療の方向性
を考えます。

［開催日］　10 月 16 日午前・午後
［予定内容］
・個別化医療：現状と進展のためのキーワード
　登　勉（三重大学大学院医学系研究科・特任教授）
・遺伝子解析は創薬をかえる事ができるのか？ ―分子

生物学→細胞生物学→ヒト生物学→臨床医学からの創
薬―

　一圓　剛（ヒュービットジェノミクス・代表取締役社長）
・再生・細胞医療と個別化医療の融合
　鈴木邦彦（メディネット・取締役）
・次世代治療・診断実現のための創薬基盤技術開発事業

について
　千葉直紀（ 経済産業省製造産業局生物化学産業課・課

長補佐）
・コンパニオン診断薬の開発と運用での課題と展望
　田澤義明（ ロシュ・ダイアグノスティックス・メディ

カルアフェアーズオフィサー）
・メタボローム解析技術の最先端
　冨田　勝（ 慶應義塾大学先端生命科学研究所・所長／

環境情報学部・教授）
・日本の材料・化学メーカーにおける医療領域での事業

の柱育成に向けた課題

　佐藤あい（野村総合研究所・主任コンサルタント）
上記のほか，1 件の講演を予定。

1-14．  細胞・再生医療 －化学技術が実現・産業化する－
オーガナイザー：酒井康行（東大生研）
　企画担当委員：都築博彦（富士フイルム）， 

上嶋康秀（帝人ファーマ）
細胞・再生医療は医療に革命をもたらし，38 兆円の新市
場を産むと期待されています。新法制定，法改正，規制
緩和，公的資金投入など，政策面からの産業化支援も進
んでいます。細胞，医療のみならず，培地，検査，容器，
保管・輸送等の化学が関わる多くの技術が必要な産業で
す。また，この技術は化学物質や医薬品の安全性試験な
どに向けたヒトモデルの作製も可能とします。本セッシ
ョンでは，細胞・再生医療の将来像を化学の視点から考
えます。

［開催日］　10 月 15 日午前・午後
［予定内容］
1）オープニング
・企画趣旨説明ならびに再生医療技術の俯瞰
　酒井康行（ 東京大学生産技術研究所統合バイオメディ

カルシステム国際研究センター・教授）
2）細胞・再生医療技術の最先端がわかる
・多能性幹細胞応用の再確認：まだある可能性の引き出し
　阿久津英憲（ 国立成育医療研究センター研究所再生医

療センター生殖医療研究部・部長）
・モノづくりからの再生医療研究
　竹内昌治（ 東京大学生産技術研究所統合バイオメディ

カルシステム国際研究センター・教授）
・iPS 細胞を用いた複雑なヒト臓器の人為的構成
　武部貴則（横浜市立大学大学院医学研究科・准教授）
3）化学産業が取り組む細胞・再生医療技術
・再生医療用培地・試薬の開発
　本多　進（和光純薬工業試薬化成品事業部・フェロー）
・iPS細胞の培養に必要な，高品質な増殖因子の製造技術
　田中崇之（ 旭硝子中央研究所バイオ技術ファンクショ

ン・リーダー）
・細胞のニーズを捉えた培養の場を創る！
　都築博彦（ 富士フイルム再生医療事業推進室・マネー

ジャー）
4）再生医療技術から生まれる化合物評価法
・ES/iPS 細胞を利用した化学物質の新規安全性評価技

術の開発
　斎藤幸一（ 住友化学生物環境科学研究所・グループマ

ネージャー）
・ヒト iPS 細胞の産業応用
　横山周史（リプロセル・代表取締役社長）
・ヒト iPS 細胞由来組織細胞を用いた化学物質の安全性

評価法の開発
　関野祐子（国立医薬品食品衛生研究所・薬理部長）
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5）オールジャパンで取り組む再生医療
・再生医療と国家戦略とは
　佐伯徳彦（ 経済産業省製造産業局生物化学産業課・課

長補佐（総括））
1-15．  3D プリンターの世界 －何が造れるか？－
オーガナイザー：萩原恒夫（東京工業大学）
　企画担当委員：鶴田仁志（クラレ）

近年話題となっている 3D プリンターは，約 30 年前に基
本コンセプトが提案されて以来，製品開発や試作品製作
等工業界で利用され，また廉価な装置の上市でパーソナ
ルユースも広がりつつあります。しかし，いまだ 3D プ
リンターで何ができるのか，また産学官に与えるインパ
クトは何なのか，理解されているとは言い難い状況で
す。本セッションでは，3Dプリンターの基本原理とその
応用の紹介及び装置メーカーによるデモンストレーショ
ンを通じて，「3D プリンターで何ができるか」を考える
機会を提供します。

［開催日］　10 月 14 日午後
［予定内容］
・材料から見た 3D プリンター 〜その歴史と発展，今後

の展望〜
　萩原恒夫（ 東京工業大学大学院理工学研究科・産官学

連携研究員／山形大学工学部有機エレクト
ロニクス研究センター・客員教授）

・3D プリンターの最新動向と市場
　早野誠治（アスペクト・代表取締役）
・3D プリンターの可能性と経済産業省の取り組み
　木村隼斗（ 経済産業省製造産業局素形材産業室・室長

補佐）
・新たなビジネスを生む 3D プリンター
　小林広美（ スリーディー・システムズ・ジャパン・チ

ャネル・マネージャ）
・3D プリンターのデモンストレーション・造形品の展示

1-16．  ここまできた先端乳化技術 －製品開発の主役とし
て・名脇役として－

オーガナイザー：坂本一民（千葉科学大薬）
　企画担当委員：酒井秀樹（東理大理工）， 

金原　数（東北大多元研）， 
藤ヶ谷剛彦（九大院工），山口和也（東大院工）， 
金子行裕（ライオン），山口　修（花王）

乳化とは，水と油のような混和しない液体を擬似一液化
する技術であり，従来から香粧品・食品・インク・医薬
品などの製剤に欠かせないものとなっています。最近で
は，機能性粉体や泡を利用した新規乳化技術や，乳化系
を活用したナノ粒子や DDS 担体の開発など，さらに研
究は深化しています。本セッションでは，学，産それぞ
れの指導的研究者が最新の乳化技術や製品化事例を紹介
し，議論を行います。

［開催日］　10 月 15 日午後
［予定内容］
・エマルションの安定性を高めるためのコツ
　坂本一民（千葉科学大学薬学部・教授）

・深海の極限環境にヒントを得た魔法のナノ乳化手法
　出口　茂（ 海洋研究開発機構海洋生命理工学研究開発

センター・研究開発センター長）
・ピッカリングエマルション：固体粒子によって安定化

されたエマルションの生成メカニズムと食品・化粧品
への応用

　野々村美宗（山形大学大学院理工学研究科・准教授）
・エマルションを基盤技術とした経皮吸収促進技術
　後藤雅宏（九州大学大学院工学研究院・教授）
・こんな所にエマルション技術が・・！？その中身に迫る
　山下隆徳（JSR 機能高分子研究所・室長）
・泡を利用した新しい乳化
　坂井隆也（ 花王エコイノベーション研究所・上席主任

研究員）
・写真フイルム技術を活かした化粧品開発
　永田幸三（ 富士フイルム R&D 統括本部医薬品・ヘル

スケア研究所・統括マネジャー）
1-17．  ここまでできる最新の結晶解析【世界結晶年 2014】
オーガナイザー：植草秀裕（東工大院理工）
　企画担当委員：田中紳一郎（住友化学）

2014 年は，国連により世界結晶年に定められました。そ
れは，2009 年ノーベル賞の受賞研究テーマである「リボ
ソームの構造と機能の研究」に代表される巨大分子の構
造解析や，無機結晶構造の精密解析，低分子結晶内の分
子の動きの解析などが可能となるまでに，結晶学が顕著
に進歩したからです。そして現在，最先端の放射光や中
性子線を駆使した結晶構造解析により，最先端材料の開
発や応用につながる化学へと，結晶学の活躍の舞台が変
化しつつあります。どこまで何がわかるようになったの
か，トピックスを挙げてわかりやすく紹介します。

［開催日］　10 月 16 日午後
［予定内容］
・結晶の中で再現する蛋白質の生理機能
　禾　晃和（ 横浜市立大学大学院生命医科学研究科・准

教授）
・放射光を利用した極微小単結晶構造解析の現状
　安田伸広（高輝度光科学研究センター・研究員）
・粉末 X 線回折データでできる，有機物結晶の構造解析
　植草秀裕（東京工業大学理工学研究科・准教授）
・パルス中性子を用いた構造研究の進展
　石垣　徹（ 茨城大学フロンティア応用原子科学研究セ

ンター・教授）
・X 線・中性子回折によるセラミック材料の機能解明と

新材料開発
　藤井孝太郎（東京工業大学大学院理工学研究科・助教）

1-18．  使える理論・情報・計算化学
オーガナイザー：中井浩巳（早大先進理工）

理論・情報・計算化学に基づく様々な手法が産官学を問
わず急速に普及していますが，方向性の違いなどから相
互の十分な理解に至っていないのが現状です。そこで，
産官学において第一線で活躍している研究者が一堂に会
し，理論・情報・計算化学がどのように使われ，今後ど
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のような技術が必要になるかを議論します。本セッショ
ンを通して，「これらの技術が将来どのように活かせる
のか？」のヒントを提供します。

［開催日］　10 月 16 日午前
［予定内容］
・CAMM（Computer Aided Materials and Molecular 

design）フォーラムの取り組み ―所属の枠を越えた課
題解決ネットワーク―

　菊池真美（ クレハ医薬品信頼性保証部・安全管理グルー
プリーダー）

・村田製作所における新材料研究開発への科学計算技術
による取り組み

　檜貝信一（村田製作所分析センタ・主任研究員）
・自動車材料の先端研究開発におけるシミュレーション

活用
　河村芳海（トヨタ自動車 FP 部・グループ長）
・高分子材料シミュレーションの使われ方 ―シーズと

ニーズの間で
　森田裕史（ 産業技術総合研究所ナノシステム研究部門・

主任研究員）
・産業界で計算科学に携わる技術者たちへ送るエール
　中村振一郎（理化学研究所・特別招聘研究員）
・パネルディスカッション『使える理論・情報・計算化

学』
モデレーター：後藤仁志　（豊橋技術科学大学）
パネリスト：菊池真美（クレハ），檜貝信一（村田製作所）， 

河村芳海（トヨタ自動車）， 
森田裕史（産業技術総合研究所）， 
中村振一郎（理化学研究所）， 
中井浩巳（早稲田大学）

1-19．  オープン・イノベーションが切り拓く新たな事業創造
オーガナイザー：松本　毅（大阪ガス）
　企画担当委員：古谷浩行（カネカ）

スピードが求められる今日の競争環境において，自社技
術だけでなく他社が持つ技術やアイデアを組み合わせ
て，革新的な商品やビジネスモデルを生み出す「オープ
ン・イノベーション」に転換する日本企業が最近増えて
います。求められる姿は，従来技術や非コア技術の外部
による補填や研究開発コストの削減のためではなく，新
たな事業創造を切り拓くための新規のコアテクノロジー
の創成とビジネスモデル構築を巡る外部とのアライアン
スです。そこでは，『これまでなかったものを新しく生み
出す』シーズ発掘の視点での外部との連携が必要になる
と考えられます。本セッションでは，この要望を解決す
るために，大学・企業・支援機関が異分野創造型「オー
プン・イノベーション」へ変革する道筋やあるべき姿を
議論します。

［開催日］　10 月 15 日午前・午後
［予定内容］
・オープン・イノベーション時代の科学技術・学術政策
　坂下鈴鹿（ 文部科学省科学技術・学術政策局企画評価

課・企画官／政策科学推進室長）

・オープン・イノベーションで切り拓く新たな事業創造
―国内外の最新動向と大阪ガスグループの取組み―

　松本　毅（  大阪ガス技術戦略部オープンイノベーショ
ン室・室長）

・技術の体感から共創を生み出す場作り 
〜 Open Innovation Hub 〜

　山田　隆（ 富士フイルム R ＆ D 統括本部技術戦略部・
シニアエキスパート／富士フイルムホール
ディングス技術経営部技術戦略グループ

“Open Innovation Hub”・館長）
・日本企業のオープン・イノベーションの可能性とチャ

レンジ
　清水　洋（ 一橋大学イノベーション研究センター・准

教授）
・パネルディスカッション『オープン・イノベーション

の衝撃』
　モデレーター：米山茂美（学習院大学・教授）
　　パネリスト：松本　毅（大阪ガス），諏訪暁彦（ナ

インシグマ・ジャパン），山田　隆（富士フイル
ム），清水　洋（一橋大学），他 1 名予定

　上記のほか，1 件の講演を予定。
1-20．  飛躍する女性研究者を目指して
　企画担当委員：竹岡裕子（上智大理工）， 

阿澄玲子（産総研），山下恭弘（東大院理）， 
佐藤浩太郎（名大院工）

産官学を問わず，男女共同参画はこれからの科学技術分
野の発展においてとても重要な課題であり，多様な取り
組みが行われています。前回の好評をうけて今回も，
様々な機関において活躍されている女性研究者と女子学
生・大学院生の交流を目的として企画を開催します。ス
テップアップを目指す女性研究者たちが，研究者を目指
す女子学生・大学院生に，研究者として活躍する自分の
将来像を具体的にイメージできるようなアドバイスや励
ましを贈ります。多くの女子学生・大学院生の参加をお
待ちしています。

［開催日］　10 月 15 日午後
［予定内容］
・ショートプレゼンテーション
　山崎律子（ 花王株式会社開発研究第 1 セクタースキン

ケア研究所第 2 室・グループリーダー　主
任研究員　博士（工学））

　長谷川美貴（ 青山学院大学理工学部化学・生命科学科
教授）

　仲二見裕美（ 旭化成ケミカルズ樹脂総合研究所・合成
ゴム開発担当部長）

　中西和嘉（物質材料機構 MANA・研究員）
　中島裕美子（産業技術総合研究所・主任研究員）
・講師を交えた懇談

1-21．  アピール力を磨こう ―競争社会における科学者・
技術者の生き残り術―

　企画担当委員：佐藤浩太郎（名大院工）， 
塩野　毅（広大院工）， 
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長崎幸夫（筑波大院数理物質）， 
山下恭弘（東大院理）

報告書やプレゼンテーションで周りに差をつけられてい
ませんか？　自分の研究や仕事の成果が論文審査員や上
司に評価してもらえずに悩んでいませんか？　成果を正
しく評価してもらうためには，高度な内容でもわかりや
すく，より注目されるように発表することが重要です。
科学リテラシーを含む論文発表に関する講演や，プレゼ
ンテーションを魅力的にする方法を様々な観点から紹介
する講演など，科学者・技術者のアピール力向上に大い
に役立つコツを伝授します。

［開催日］　10 月 14 日午後
［予定内容］
・良い論文を書こう！
　時任宣博（京都大学化学研究所・教授）
・ここがポイント，日本人英語からの脱却
　Jensen Rader（早稲田大学理工学術院・助教）
・納得を生むプレゼンテーション
　三輪佳宏（筑波大学医学医療系・講師）
・サイエンティストのためのビジュアルデザインガイド
　田中佐代子（筑波大学芸術系・准教授）
・プレゼンスライドの改善を試みる
　小林麻己人（筑波大学医学医療系・講師）

1-22．  そこが知りたい最先端素材の仕組みと科学【チュー
トリアル】

　企画担当委員：伊藤　肇（北大院工）， 
南方聖司（阪大院工）， 
新垣篤史（東京農工大院工）

最近の科学技術の発展は大変スピーディで，自分の専門
分野以外の研究には疎くなりがちです。本セッションで
は，最先端研究に携わる 4 名の講師が，それぞれの分野
にどういうニーズがあり，何を目指しているか？　とい
うことから最新の成果まで，わかりやすく紹介します。
学生にとっては自分の専門分野以外の研究に興味を持つ
きっかけを，企業研究者にとってはシーズ探索のヒント
を提供します。

［開催日］　10 月 15 日午前
［予定内容］
・相転移を利用した機能性材料
　所　裕子（筑波大学大学院数理物質科学研究科・准教授）
・発光分子の精密デザイン
　山口茂弘（ 名古屋大学トランスフォーマティブ生命分

子研究所・教授）
・分子サイズのロボット＝分子触媒による不斉水素化反応
　大熊　毅（ 北海道大学大学院工学研究院・教授／フロ

ンティア化学教育研究センター・センター長）
・機能性ペプチドの探索と細胞機能の制御
　大河内美奈（東京工業大学大学院理工学研究科・教授）

2．産学官 R&D 紹介企画
　企画担当委員：安平次重治（宇部興産）， 

小佐野康子（三菱化学），川見岳司（島津製作所）， 

田中泰弘（味の素），米村直己（電気化学工業）
企業・国研・大学の研究者や学生などすべての CSJ 化学フ
ェスタの参加者に向けて，産学官それぞれの研究開発アク
ティビティを紹介していただく場です。本企画は回を追う
ごとに講演者や出展者，来場者が増え，年々注目度が増し
ています。今回は，企業に加えて国研や大学などから幅広
い参加を予定し，「大学・国研や学生などへ向けた企業の
R&D 活動 PR」，「企業へ向けた国研や大学の研究シーズ
PR」，「共同研究や連携を意図した研究紹介」など，産学官
の連携と交流を深耕する契機としてご活用いただけます。
なお，企業と学生の交流に関しては，日本経済団体連合会
の「採用選考に関する企業の倫理憲章」を遵守した運営を
行います。
2-1．  R&D セッション（講演）

企業や研究機関の全体像や R&D アクティビティ，技術
トピックスや製品開発事例，PR したい研究成果，人材
育成やキャリアパス，連携事例やグローバル展開など，
バラエティに富んだ様々な講演により，企業や研究機関
の特徴が紹介されます。講演者は，研究開発の最前線に
立つ研究者や技術者から管理部署のマネージャクラスま
で様々で，日頃聴くことの少ない企業や研究機関での研
究開発や生産活動などの日常イメージをわかりやすく紹
介いただきます。奮ってご参加下さい。

［開催日］　10 月 14 日・15 日
2-2．  R&D 展示ブース

企業や研究機関の研究開発アクティビティが展示ブース
で紹介されます。全体像や研究方針，製品などの一般的
な紹介だけでなく，得意技術や特徴的製品の開発事例，
PR したい研究成果などを，ポスターだけでなく製品サ
ンプルやモデルの展示なども活用して紹介していただき
ます。本企画は学生ポスター発表と同じ会場で開催する
ため，学生をはじめ多くの産学官の参加者が会場に詰め
かけ，毎回大盛況の中で様々な質疑応答が繰り広げられ
ます。今回も，活気溢れる会場に是非ご参集下さい。

［開催日］　10 月 14 日〜 16 日

3．学生ポスター発表
　企画担当委員：桑田繁樹（東工大院理工）， 

山中正道（静岡大院理），矢貝史樹（千葉大院工）， 
山口和也（東大院工），酒井秀樹（東理大理工）， 
大内　誠（京大院工）

学生と産学官の先端研究者が議論し交流することを目的
として，学生ポスターセッションを実施します。会場で
は同時に『R&D 展示ブース』が開催されますので，学生
と先端研究者の交流がより一層促進されます。審査を希
望した発表に対して産業界とアカデミアの審査員が審査
し，優秀な発表に対してポスター発表賞が授与されます。
最優秀ポスター発表賞には副賞も贈呈し，「化学と工業」
誌へ受賞者コメントを掲載します。（参考：前回の表彰は
本誌 2014 年 1 月号 46 頁〜 49 頁，59 頁〜 64 頁に掲載）

［開催日］　10 月 14 日〜 16 日
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公開企画のご案内（無料）

1．2014 ノーベル化学賞解説講演
　企画担当委員：川島信之（日本化学会）

今年のノーベル化学賞の内容を，いち早く，わかりやす
く解説する講演を予定しています。

［開催日］　10 月 14 日午前（予定）

2．公開講座「化学と犯罪捜査」
オーガナイザー：岸　徹（JST）
　企画担当委員：中川佳樹（カネカ）， 

竹林のぞみ（三井化学），緒明佑哉（慶大）， 
山中正道（静岡大）

化学技術の進歩は，犯罪捜査の発展に大きく貢献してい
ます。化学の力で犯人逮捕に挑むドラマは多数あります
が，はたしてその現実は？　化学と犯罪捜査に関連する
話題を，様々な切り口でエキスパートの講師の方からわ
かりやすくお話しいただきます。化学者から犯罪捜査に
興味のある一般の方まで，多くの方のご参加をお待ちし
ています。

［開催日］　10 月 14 日午後
［予定内容］
・犯罪を化学すると！！
　岸　徹（科学技術振興機構・プログラム主管）
・科学捜査と危機管理に活用される最近の化学技術
　瀬戸康雄（科学警察研究所法科学第三部長）
・薬物鑑定
　岩田祐子（ 科学警察研究所法科学第三部化学第一研究

室長）
・微細物鑑定
　鈴木康弘（ 科学警察研究所法科学第三部化学第三研究

室長）
・警察における DNA 型鑑定　〜何を見て，何がわかり，

何がわからないのか〜
　関口和正（ 科学警察研究所法科学第一部生物第四研究

室長）
・文書の偽造・改ざんを見破る化学
　東川佳靖（ 科学警察研究所法科学第四部情報科学第二

研究室長）
・海上保安庁における科学捜査
　山崎ゆきみ（ 海上保安庁総務部海上保安試験研究セン

ター科学捜査研究課・課長）
・科学捜査における SPring-8 の役割
　本多定男（ 高輝度光科学研究センター利用研究促進部

門・チームリーダー）

3．公開講座「化学と宇宙」
　企画担当委員：中川佳樹（カネカ）， 

竹林のぞみ（三井化学）， 
稲生俊雄（東ソー），長谷川靖哉（北大）

宇宙。多くの人が一度は憧れ，美しい星空を見上げたこ

とがあるでしょう。すべての元素は進化とともに生まれ
ました。化学と宇宙の意外な関係や，日本が誇る宇宙開
発の最先端技術などを，エキスパートの講師の方からわ
かりやすくお話しいただきます。化学者，天文マニア，
一般の方まで楽しんでいただける企画です。

［開催日］　10 月 15 日午後
［予定内容］
・化学を使う宇宙，宇宙を使う化学
　坂下哲也（ 宇宙航空研究開発機構有人宇宙ミッション

本部宇宙環境利用センター・技術領域リー
ダー）

・化学と宇宙実験　国際宇宙ステーションならではの環
境とその利用

　勝田真登（ 宇宙航空研究開発機構有人宇宙ミッション
本部宇宙環境利用センター・開発員）

・宇宙空間の環境と人工衛星用材料
　宮崎英治（ 宇宙航空研究開発機構研究開発本部・主任

開発員）
・宇宙帆船イカロス・セイル膜のひみつ
　横田力男（ 宇宙航空研究開発機構航空本部複合材技術

研究センター・共同研究員）
・小惑星探査機「はやぶさ」と「はやぶさ 2」，それらが

目指したもの
　清水幸夫（宇宙航空研究開発機構宇宙教育センター）
・宇宙における元素の起源
　渡部潤一（国立天文台・副台長／教授）
・宇宙化学とアストロバイオロジー　〜生命の起源は宇

宙？〜
　平松正顕（国立天文台チリ観測所・助教）

4．コラボレーション企画
　企画担当委員：藤原秀悦（JSR），井上佳尚（三井化学）， 

稲生俊雄（東ソー），永田員也（旭化成ケミカルズ）， 
名川吉信（産総研），山中　貢（JST）， 
古川雅士（JST），瀧宮和男（理研）， 
星野　聰（産総研），長田　実（物材機構）， 
瀬田　博（日本化学会）

各機関からの情報発信により産学官の交流深耕，連携促
進の一助とすることを目的として，（一社）日本化学工業
協会，（独）科学技術振興機構，（独）理化学研究所，（独）
産業技術総合研究所，（公社）新化学技術推進協会，（独）
日本原子力研究開発機構，SPring-8 利用推進協議会研究
開発委員会，（独）物質・材料研究機構，三井化学（株），

（株）日産アーク，（株）日立ハイテクノロジーズが企画す
る特別企画が開催されます。有益な情報が得られる機会
ですので，是非とも積極的にご参加下さい。

4-1．  日化協特別企画「化学人材育成プログラム － 2014

産学交流会（研究発表＆博士活躍事例紹介）」
　企画担当委員：稲生俊雄（東ソー）

一般社団法人日本化学工業協会（日化協）は化学人材育
成プログラム協議会を創設し，産業界で活躍できる人材
を育成するカリキュラムを有する大学院・専攻を支援す
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る取組を行っています。本産学交流会において，支援対
象専攻の学生が研究内容の取組や履修内容について発表
し，プログラム参加企業をはじめ多くの方々に様々な視
点からご議論いただきます。また，企業における研究開
発や生産現場で活躍する博士について，活躍事例の紹介
を行います。多くの皆様のご参加をお待ちしています。
http://www.nikkakyo.org/news8-page

［開催日］　10 月 14 日午後・15 日午後
［予定内容］
◆ 10 月 14 日（火）

〔基調講演〕　東レの研究・技術開発戦略
　恒川哲也（ 東レ株式会社・取締役研究本部長基礎研究

センター所長）
〔研究発表〕
・RaPID システムを用いた特殊ペプチドの迅速な探索

法と創薬への応用
　山口　淳（東京大学大学院理学系研究科化学専攻）
・キラルブレンステッド酸触媒による分子間アセタール

化反応を利用したアミノアルコールの速度論的光学分
割

　山中卓人（東北大学大学院理学研究科化学専攻）
・Pt 系金属間化合物触媒を用いた 4⊖クロロニトロベン

ゼンの官能基選択的水素化
　飯濱　翔（ 東京工業大学大学院理工学研究科物質科学

専攻）
・ニッケル触媒によるアニリン誘導体の芳香族炭素―窒

素結合の切断をともなった還元反応およびボリル化反応
　中村圭介（大阪大学大学院工学研究科応用化学専攻）
・原子価互変異性コバルト錯体によるアントラセン⊖

BODIPY 連結系の発光制御
　片山晃一（ 大阪市立大学大学院理学研究科物質分子系

専攻）
・RNA 酵素によるナノ構造を用いた遺伝子制御システ

ムの構築
　田中貴大（九州大学大学院工学府物質創造工学専攻）
・窒素官能基を用いた極性転換的官能基化反応の開発
　水谷祐介（ 奈良先端科学技術大学院大学物質創成科学

研究科）
・ゼオライト触媒の特性制御と反応プロセスへの展開
　谷口太一（北海道大学大学院総合化学院）

〔博士活躍事例紹介〕
・化学会社で活躍する 4 名の博士が発表
　JNC 株式会社
　東ソー株式会社
　株式会社 ADEKA
　信越化学工業株式会社
◆ 10 月 15 日（水）

〔研究発表〕
・ハイブリッドキャパシタ型エレクトロクロミック表示

素子の構築と動作機構解析
　浦　直樹（ 千葉大学大学院融合科学研究科情報科学専攻）

・マイクロ・ナノ流体界面の分光検出法
　鄭　明夏（ 東京大学大学院工学系研究科応用化学専攻）
・リン酸塩複合体電解質における伝導相⊘マトリクス界

面相互作用の研究
　松岡拓也（ 東京大学大学院工学系研究科化学システム

工学専攻）
・自己組織化現象を利用した導電性カルバゾールナノ・

マイクロ構造体
　徳田琢也（ 千葉大学大学院融合科学研究科情報科学専攻）
・鋳型法を用いた遷移金属ナノ構造体の合成と応用
　北原真樹（ 早稲田大学大学院先進理工学研究科応用化

学専攻）
〔博士活躍事例紹介〕
・化学会社で活躍する 2 名の博士が発表
　株式会社ダイセル
　三菱化学株式会社

4-2．  JST 特別企画「“元素”と“分子”と“空間”の総合
制御で未来の物質・材料を生み出そう」
オーガナイザー：玉尾皓平（理研），細野秀雄（東工大）， 

山本　尚（中部大），加藤隆史（東京大）， 
瀬戸山亨（三菱化学），黒田一幸（早稲田大）

　企画担当委員：山中　貢（JST），古川雅士（JST）
我が国が得意とする物質・材料研究で今後も国際競争力
を発揮・強化するには，社会・産業の中長期的なビジョ
ンやニーズを捉えた戦略的な基礎研究を推進することが
重要です。科学技術振興機構（JST）では，「元素戦略」

「分子技術」「超空間制御」を物質・材料設計の上位概念
として，大学・研究機関や分野等の既存の枠を超えたサ
イエンスベースでの研究プロジェクトを推し進め，未来
の物質・材料の創出に取り組んでいます。本企画では，
各プロジェクトでの先端的研究成果を紹介しつつ，シー
ズとニーズの出会い，これからの物質・材料研究の方向
性や戦略について議論し展望します。
http://www.jst.go.jp/kisoken/

［開催日］　10 月 15 日午前・午後
［予定内容］
〔基調講演〕世界をリードする日本発のコンセプトと未踏
領域の物質研究を
　村井眞二（奈良先端科学技術大学院大学）
・元素科学から元素戦略へ：元素資源問題はサイエンス

で解決する！
　玉尾皓平（（独）理化学研究所／ CREST）
・元素間融合を基軸とする新物質創製と機能性材料開発
　北川　宏（京都大学／ CREST）
・ダイヤモンド電極の応用展開
　栄長泰明（慶應義塾大学／ CREST）
・金属間化合物を活物質とする貴金属フリー排ガス清浄

化触媒
　阿部英樹（（独）物質・材料研究機構／さきがけ）
・元素ドーピングを鍵とした次世代有機 EL 材料の開発
　畠山琢次（関西学院大学／さきがけ）
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・分子技術 ―National Pride を目指して
　山本　尚（中部大学／ CREST）
・分子技術による材料の新機能創出
　加藤隆史（東京大学／さきがけ）
・DNA の折り畳み制御による全身投与用遺伝子デリバ

リーシステムの創出
　長田健介（東京大学／さきがけ）
・動く発光団の開発とマテリアルイメージング技術の創出
　齊藤尚平（名古屋大学／さきがけ）
・ソリューションプラズマ分子技術 〜新奇ヘテロカー

ボン材料創製へ〜
　斎藤永宏（名古屋大学／ CREST）
・分子技術で創薬を革新する
　菅　裕明（東京大学／ CREST）
・目的指向で空間を制御・設計すること：何が革新につ

ながるか？
　瀬戸山　亨（三菱化学／ CREST）
・革新的材料創製に貢献する超空間制御
　黒田一幸（早稲田大学／さきがけ）
・パネルディスカッション　『分野の枠を超えたこれか

らの物質・材料研究の戦略』
パネリスト：村井眞二（奈良先端科学技術大学院大学），

玉尾皓平（（独）理化学研究所）， 
曽根純一（（独）物質・材料研究機構）， 
高尾正敏（大阪大学）

4-3．  理研特別企画「Sustainable Resource Science で
豊かな地球に！」
　企画担当委員：瀧宮和男（理研）

（独）理化学研究所（理研）環境資源科学研究センターは，
植物科学，ケミカルバイオロジー，触媒化学を融合し，
多様な化学と生物の理解を礎に，バイオ素材の利活用技
術や，環境に優しい物質生産プロセスの研究開発を進
め，資源・エネルギー循環型社会の実現に貢献します。
本セッションでは，融合研究プロジェクトをはじめ，国
内外機関との連携研究の研究成果をご紹介します。
http://www.csrs.riken.jp

［開催日］　10 月 15 日午前
［予定内容］
・理研 CSRS の担う融合連携研究について
　篠崎一雄（理研環境資源科学研究センター・センター長）
・ケミカルバイオロジーによる環境資源科学への挑戦
　吉田　稔（ ケミカルゲノミクス研究グループ・グルー

プディレクター）
・国際連携によるキャッサババイオマスの量的・質的向

上を目指して
　関　原明（植物ゲノム発現研究チーム・チームリーダー）
・窒素栄養を植物成長に結びつける情報分子
　榊原　均（ 生産機能研究グループ・グループディレク

ター）
・固定化触媒による水中化学合成でトリプルプレー！
　魚住泰広（ グリーンナノ触媒研究チーム・チームリー

ダー）

・ペプチドの化学酵素合成及びバイオマス材料としての
応用

　沼田圭司（ バイオマス工学連携部門酵素研究チーム・
チームリーダー）

4-4．  産総研特別企画「新たな先端化学産業を産み出す材
料・評価技術」
オーガナイザー：渡利広司（産総研）
　企画担当委員：名川吉信（産総研）， 

星野　聰（産総研）
産総研は，人類共通の課題である「持続的可能社会の実
現」を目指して，バイオテクノロジー，ナノテクノロジ
―などの先端研究から，環境・エネルギー技術の研究，
さらには計量・地質に係る研究まで幅広い分野のポテン
シャルを結集・融合し，総合研究所の利点を活かした画
期的な成果の創出を目指しております。産総研における
研究を広く産業界の皆様に知っていただくために，新た
な先端化学産業を産み出す最新の成果を発表いたします。

［開催日］　10 月 15 日午後
［予定内容］
〔特別講演〕SiC パワーデバイスの最近動向と先端化学企
業への期待
　奥村　元（ 産総研先進パワーエレクトロニクス研究セ

ンター・研究センター長）
〔講演 1〕電子顕微鏡により接着を科学する
　堀内　伸（ 産総研ナノシステム研究部門・上級主任研

究員）
〔講演 2〕“マイクロ波効果”で創る新炭素繊維複合材料
　堀田裕司（ 産総研先進製造プロセス研究部門・研究グ

ループ長）
〔講演 3〕新規フロン代替物質の燃焼現象を“正確に”評
価する〜微小重力下での測定技術の開発〜
　滝澤賢二（産総研環境化学技術研究部門・主任研究員）

〔講演 4〕表面や界面の特性を支配するナノ・ピコ空間を
解析する 〜陽電子消滅法〜
　伊藤賢志（産総研計測標準研究部門・研究室長）

〔講演 5〕カーボンナノチューブを医療に生かす 〜光熱
発電素子の開発〜
　都　英次郎（ 産総研ナノチューブ応用センター・主任

研究員）
〔講演 6〕心筋細胞のように動くゲルアクチュエータの開
発〜マイクロポンプへの応用〜
　原　雄介（産総研ナノシステム研究部門・主任研究員）

4-5．  新化学技術推進協会（JACI）奨励研究講演会 ～将来
の化学産業を切り拓く先進技術～
　企画担当委員：稲生俊雄（東ソー）

公益社団法人新化学技術推進協会（JACI）は，昨年に引
き続き奨励研究講演会を開催します。当協会では，将来
の新産業の創出や社会の持続的発展に貢献する新化学技
術の重点課題を提示し，それに対して応募されたアカデ
ミア若手研究者の研究テーマから，優れた研究計画を奨
励し研究助成する活動を行っています。本講演会では，
過去に選出されたテーマの中で，優れた成果を挙げられ
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ている研究者の方に，ご講演をいただきます。講演に先
立ち，当協会の研究奨励制度及び設定した課題に対する
産業界の思いについても説明いたします。
http://www.jaci.or.jp

［開催日］　10 月 15 日午後
［予定内容］
・新化学技術推進協会および研究奨励制度の説明
　五十嵐　明（新化学技術推進協会（JACI））
・DNA を活用したナノ材料の超精密配列化によるバイ

オナノデバイスの創成
　葛谷明紀（関西大学化学生命工学部・准教授）
・ペプチド配列を含む新規膜蛋白質可溶化試薬の開発と

膜蛋白質研究への応用
　水野稔久（名古屋工業大学大学院工学研究科・助教）
・フェニルアセトアルデヒド還元酵素（PAR）の極性有

機溶媒適応型への改変
　牧野祥嗣（富山県立大学工学部生物工学科・講師）
・木粉から機能性化学品原料を合成する触媒反応
　山口有朋（ 産業技術総合研究所コンパクト化学システ

ム研究センター・研究チーム長／ JST さき
がけ）

4-6．  原子力機構特別企画「量子ビームの観る，創る，診
つける機能」～最先端放射線技術の産業利用～
　企画担当委員：瀬田　博（日本化学会）

独立行政法人日本原子力研究開発機構（原子力機構）は，
中性子ビーム，イオンビーム，電子線・γ線，高強度レ
ーザー，放射光などの量子ビーム施設群を保有し，量子
ビームの発生・制御・計測技術を高度化するとともに，
量子ビームの優れた機能を総合的に活用することで，環
境・エネルギー問題の克服，医療・バイオ技術の革新に
貢献する先端的研究開発を推進しています。このテーマ
企画では，福島の環境修復や次世代の電池デバイス等に
貢献する高機能材料を創る，高効率触媒の化学反応を観
る，そしてガン細胞を診つける，など原子力機構が行っ
ている最先端のビーム利用技術を事例とともに紹介し，
ビーム利用の更なる可能性を追求します。

［開催日］　10 月 16 日午前
［予定内容］
・放射線グラフト重合技術を活用した機能性材料の開発
　瀬古典明（ 日本原子力研究開発機構原子力科学研究部

門量子ビーム応用研究センター環境機能高
分子材料研究グループ・リーダー）

・粘土鉱物中におけるセシウムの特異な化学結合！
　矢板　毅（ 日本原子力研究開発機構原子力科学研究部

門量子ビーム応用研究センター量子ビーム
反応制御・解析技術研究ユニット・ユニッ
ト長）

・量子ビームを駆使した高分子膜の構造・機能制御と燃
料電池への応用

　前川康成（ 日本原子力研究開発機構原子力科学研究部
門量子ビーム応用研究センター環境・産業

応用量子ビーム技術研究ユニット・ユニッ
ト長）

・放射光を利用した高活性触媒の反応解析
　西畑保雄（ 日本原子力研究開発機構原子力科学研究部

門量子ビーム応用研究センター量子ダイナ
ミクス研究グループ・リーダー）

・生体親和性材料の放射線加工と医療への応用
　田口光正（ 日本原子力研究開発機構原子力科学研究部

門量子ビーム応用研究センター環境材料プ
ロセシング研究グループ・リーダー）

・量子ビームで創製，がん細胞を見逃さない RI-DDS の
開発

　石岡典子（ 日本原子力研究開発機構原子力科学研究部
門量子ビーム応用研究センター RI 医療応
用研究グループ・リーダー）

・原子力機構の産学連携活動について
　鈴木一如（ 日本原子力研究開発機構産学連携推進部・

産学連携コーディネータ）
4-7．  SPring-8 利用推進協議会研究開発委員会特別企画

「これから利用したい方のための最新SPring-8案内」
　企画担当委員：瀧宮和男（理研）

SPring-8 利用推進協議会は，放射光の産業利用を促進す
る企業ユーザー支援団体として，最先端分析技術が産学
官により広く展開されることを期待しています。本企画
では，化学分野での構造・物性解析において欠かせない
放射光施設を利用した多様な実例の紹介と利用募集案内
も行います。すでに利用している方には幅広い実験手法
への展開検討を，これから実験したいという若手研究者
にも，より身近な共同利用施設として SPring-8 を活用し
ていく機会となることを期待します。
http://www.spring8.or.jp/ext/ja/iuss/

［開催日］　10 月 15 日午前
［予定内容］
・材料化学における SPring-8 の放射光分析
　藤原明比古（高輝度光科学研究センター・主席研究員）
・SPring-8 粉末結晶構造解析 BL における構造物性研究
　久保田佳基（大阪府立大学大学院理学系研究科・教授）
・薄膜関連の放射光利用成果を含む研究紹介
　渡辺　剛（高輝度光科学研究センター・博士研究員）
・ヘルスケア関連の利用成果を含む研究紹介 ―生体構

成成分コラーゲンの構造・物性研究を中心として―
　本郷千鶴（ 神戸大学自然科学系先端融合研究環／工学

研究科・助教）
・SPring-8 課題募集案内
　木下豊彦（ 高輝度光科学研究センター・利用推進部長

／主席研究員）
4-8．  NIMS-MANA 特別企画「ナノでつくる未来材料」
　企画担当委員：長田　実（NIMS）

独立行政法人物質・材料研究機構（NIMS）国際ナノア
ーキテクトニクス研究拠点（MANA）は文部科学省が進
める世界トップレベル研究拠点の 1 つです。MANA で
は，ナノアーキテクトニクスという新しいコンセプトの
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もと，ナノ物質やナノの道具を使って，将来の電子材料
や環境・エネルギー，バイオ分野に役立つモノづくりを
進めております。本セッションでは，MANA が進めて
いる最先端の研究紹介に加えて，国際化，若手育成，国
内留学など，MANA のユニークなプログラムについて
紹介します。

［開催日］　10 月 16 日午後
［予定内容］
・MANA の紹介
　坂東義雄（MANA 最高運営責任者）
・細孔空間を制御せよ―無機固体材料における新規機能

創発
　山内悠輔（MANA 独立研究者）
・シリコンナノ粒子の七変化：カメレオン蛍光体
　白幡直人（MANA 独立研究者）
・次世代ソフトマテリアル：機能性「液体」の設計指針
　中西尚志（MANA 独立研究者）
・貼る癌治療への挑戦
　荏原充宏（MANA 研究者）
・ナノの積木細工でつくる未来材料
　長田　実（MANA 准主任研究者）

4-9．  三井化学特別企画「触媒科学フォーラム ～触媒科学
最前線～」
　企画担当委員：井上佳尚（三井化学）

三井化学は「地球環境との調和の中で，材料・物質の変
革と創出を通して広く社会に貢献する」ことを目指して
おり，ものづくりの基盤技術である触媒科学の発展に向
けて触媒科学フォーラムを開催いたします。触媒科学の
第一線でご活躍の丸岡啓二教授（京大），佐藤一彦研究セ
ンター長（産総研）並びに 2014 年三井化学触媒科学賞受
賞者により，最先端の触媒技術から実用化に向けた応用
までをご紹介いただきます。触媒科学の発展に向けた議
論の場になることを願っております。
http://jp.mitsuichem.com/techno/csa/prize.htm

［開催日］　10 月 14 日午後
［予定内容］
〔招待講演〕有機触媒分野での新たな挑戦：有機ラジカル
触媒の創製と活用
　丸岡啓二（京都大学大学院理学研究科・教授）

〔招待講演〕技術を社会へ：クリーン酸化触媒の開発と産
学官連携による実用化，ケイ素プロジェクトへ
　佐藤一彦（ 産業技術総合研究所触媒化学融合研究セン

ター・センター長）
・触媒科学賞授賞式

〔触媒科学賞奨励賞受賞講演〕協奏機能型不斉触媒の開発
と医薬品の高効率不斉合成への応用
　熊谷直哉（微生物化学研究所・主席研究員）

〔触媒科学賞奨励賞受賞講演〕含窒素複素環化合物の合成
を指向した一電子移動型レドックス触媒系の開発
　千葉俊介（南洋理工大学・准教授）

〔触媒科学賞受賞講演〕Concepts and Catalysts for 
Selective Organic Synthesis with Cations and Anions

　F. Dean Toste（カリフォルニア大学バークレー校・教授）
4-10．  日産アーク特別企画「『ソフトマテリアルの構造と

物性』どこまで先進材料の本質に迫れるか！？」
　企画担当委員：永田員也（旭化成ケミカルズ）

（株）日産アークは，有機，無機，高分子など化合物にと
らわれず，各種電池，電子材料，医療・薬剤，自動車材
料などに活用されている先進材料の分析，評価・解析を
通じ，自動車開発で培ってきた技術をベースに問題解決
型の業務を行っています。今回の講演ではこれらの業務
のうち，ナノ評価解析，3D 等の可視化解析，超高感度分
析，in-situ 分析などの最近注目を浴びている事例につい
て詳細に紹介いたします。
URL：http://www.nissan-arc.co.jp

［開催日］　10 月 16 日午前
［予定内容］
・高分子ソフトマテリアルの物性発現を司っているナノ

〜マクロ構造の可視化技術
　加藤　淳（マテリアル解析部・主管）
・高分子の流動状態を可視化できる N-ARC 法による高

分子組織および溶着界面の解析
　和泉俊弘（現象解析チーム）
・太陽電池の長期信頼性を左右する封止材の光劣化のメ

カニズム
　石川大輔（有機分析チーム）
・皮膚投与製剤塗布による肌荒れにおけるナノ IR 法に

よる皮膚細胞レベルの化学状態評価
　北野律子（物性分光チーム）

4-11．  日立ハイテクノロジーズ特別企画「顕微鏡技術の最
先端～先端材料の本質を診る～」

　企画担当委員：永田員也（旭化成ケミカルズ）
日立ハイテクノロジーズの科学・医用システム部門では，
先端ユーザーや大学・研究機関とのコラボレーションに
より，電子顕微鏡，分析装置，バイオ関連機器，医用分
析装置など革新的製品やソリューションを生み出し，社
会の発展に貢献しています。本セッションでは，特別企
画「顕微鏡技術の最先端」と題し，電子顕微鏡を中心と
した研究事例紹介と技術提案を行います。最新鋭の高分
解能観察技術から，極最表面の観察・分析，三次元複合
解析，真空を必要としない大気圧 SEM，試料乾燥等の前
処理から解放するイオン液体法などを紹介するととも
に，昨年度より加わった走査プローブ顕微鏡では，電子
顕微鏡，イオンミリング装置に横断した連携技術を発表
します。ご期待下さい。
URL: http://www.hitachi-hitec.com

［開催日］　10 月 16 日午後
［予定内容］
・空気雰囲気下における Pt/C 触媒の in-situ SEM/

STEM 観察
　松本弘昭（アプリケーション開発部・主任技師）
・クライオ FIB 加工法による含水試料（エマルジョン）

の三次元構造観察
　土谷美樹（アプリケーション開発部）
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・リアルタイム 3D アナリティカル FIB-SEM による 3D
観察・分析

　中谷　郁（解析技術部・技師）
・バイオ TEM およびイオン液体法を用いた電子顕微鏡

前処理技術
　許斐麻美（マーケティング部・主任技師）
・最新型卓上顕微鏡による 3D 観察・分析
　根本直也（マーケティング部）
・大気圧下で観察可能な走査電子顕微鏡の原理と観察事例
　大南　祐（先端解析システム設計部・技師）
・次世代 FE-SEM に求められるユーザビリティの提案
　立花繁明（科学システム営業本部マーケティング部）
・高精度分析のための SEM 観察
　渡邉俊哉（アプリケーション開発部・主任技師）
・ナノ表面物性顕微鏡としての SPM とミリング，FE-

SEM との連携技術開発
　山岡武博（分析応用技術部・主任技師）

交流会のご案内

10 月 15 日夕刻より，タワーホール船堀内にて交流会を開
催します。前回は 450 名の参加があり，大盛況の中で様々
な交流が繰り広げられました。今回も，皆様お誘い合わせ
て是非ご参加下さい。交流会参加費の支払いは，当日会場
にてお願いします。

区分 交流会参加費
一般（会員・非会員問わず） 3,000 円
学生（会員・非会員問わず） 1,000 円

ポスター登壇者 無料

参加登録のご案内

CSJ 化学フェスタで実施する企画へ参加される方には，参
加登録費の有料／無料に関わらず参加登録をお願いしてい
ます。ウェブサイトよりお申込み下さい。当日登録も可能
ですが，現地での混雑を避けるためできる限り事前登録を
お願いします。

なお，学生ポスターの発表者の方は別途登壇料をお支払い
いただいておりますので参加登録の必要はありません。

1．フェスタ企画へ参加の方
1．事前登録期間
　 7 月 24 日〜 9 月 5 日
　 ※参加費のお支払い期限：9 月 9 日
2．申込方法
　 ウェブサイトの参加申込フォームからお申し込み下さい。
3．参加登録費
　   フェスタ企画の参加登録費は以下のとおりです。いず

れもプログラム・予稿集が参加費に含まれます。なお，
公開企画は無料です。

会員区分 事前登録 当日登録
正会員＊1 14,000 円 16,000 円
非会員 24,000 円 26,000 円
学生会員  3,000 円  4,000 円
非会員学生  4,000 円  5,000 円

＊ 1… 個人正会員・教育会員・シニア会員・法人正会員企業
に所属する方が対象です。

※参加費の課税区分はすべて課税です。
4．お支払い方法

登録された連絡先へ請求書・振替用紙を送付しますの
で，記載の期日までにお支払い下さい。期日を過ぎた場
合，事前登録の内容は無効となりますので当日登録手
続きを受付にてお願いします。

5．参加証等の事前送付
振込期限までにご入金が確認できた方に対して，予稿
集発行日以降に参加証等を送付します。

6．領収書の発行
参加証等を事前送付する際に同封します。

2．公開企画へ参加の方
ウェブサイトの参加申込フォームからお申込み下さい。事
前登録期間はフェスタ企画と同じです。登録完了後に受理
通知メールが届きます。受理通知メールが参加証を兼ねま
すので，出力の上，当日受付にてご提出下さい。

CSJ 化学フェスタは前述の各企画部分に記載のオー
ガナイザー，実行委員に加え，以下の実行委員及び
アドバイザーで企画運営しています。

実行委員：瀧川宏司（住化分析センター），跡部真人
（横国大院環境），廣瀬弘明（JNC）

アドバイザー：浅見正弘（富士フイルム），岩澤伸治
（東工大院理工），小坂田耕太郎（東工大資源研），近
藤忠夫（日本触媒），蜷川洋一（クラレ），渡利広司

（産総研）


